
ク
ミ
l

ク
ラ

の
支
記
に
入
る
こ
と
L
な
っ
た
が
、
向
一
迎
。
の
跡

R
相
約
の
も
の
は
究
砲
の
組
に
跨
る
こ
と
も
出
来

た
。
ク
ミ
ハ
ヅ
レ
ナ
ミ
組
外
並
共
の
初
は
不
明
で

あ
る
が
、

E
徳
四
年
七
用
十
八
日
蹄
藤
安
右
衛
門
が

召
出
さ
れ
‘
知
行
百
五
十
石
を
賜
は
り
、
組
外
並
に

仰
付
け
ら
れ
た
。
叉
亭
保
八
年
三
月
八
日
ご
代
松
尾

総
殿
も
江
戸
に
て
此
の
旅
に
召
出
さ
れ
、
抑
制
知
ご
一
白

石
を
賜
は
り
、
御
側
小
勝
に
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
以
後
多
〈
そ
の
例
が
あ
る
。
す
べ
て
組
入
脅
命

ぜ
ら
れ
ず
、
似
令
所
鹿
の
顕
が
犠
つ
で
も
常
分
支
配

な
る
も
の
を
い
ふ
。

タ

εハ
ヅ
レ
パ
ン
ガ
シ
ラ
組
外
番
頭
組
外
の

士
に
は
組
顕
が
な
〈
、
番
頭
を
以
て
そ
の
長
と

L
た。

し
か

L
初
は
組
外
裁
許
叉
は
組
外
顕
と
い
ふ
の
が
あ

っ
て
組
青
支
肥
L
て
ゐ
た
。
其
の
起
原
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
大
坂
役
に
多
賀
出
霊
の
組
外
顕
で
あ
る
こ

と
が
見
え
、
夫
よ
り
寛
永
に
来
っ
て
留
〈
見
え
な

い
o
E保
年
聞
に
青
地
四
郎
左
衛
門
・
黒
坂
官
左
衛

門
・
山
本
久
左
衛
門
が
裁
許
を
勤
め
、
御
歩
支
記
を

鍛
椴
L
た
。
明
時
二
年
に
及
ん
で
は
背
地
・
山
本
商

人
と
な
b
、
高
治
二
年
前

m木
工
助
・
宮
町
治
部
左

衛
門
軍
持
が
命
ぜ
ら
れ
、
寛
文
元
年
に
来
っ
て
不
破

・
彦
一
一
コ
お
貞
と
宮
問
責
持
雨
入
で
勤
め
、
中
川
采
女
等

の
コ
一
名
は
別
に
御
歩
支
配
そ
命
ぜ
ら
れ
て
、
組
外
裁

許
か
ら
衆
帯
す
る
こ
と
を
絡
め
た
。
共
の
後
組
外
は

寺
吐
奉
行
の
支
記
に
毘
す
る
の
が
恒
例
と
な
り
、
天

和
三
年
二
月
二
十
一
日
初
め
て
そ
の
下
に
近
藤
四
郎

右
衛
門
直
恒
・
木
製
助
三
郎
政
直
二
人
に
役
料
百
石

売
を
賜
は
っ
て
、
組
外
御
番
頭
と
郁
併
せ
し
め
ら
れ

た
。
閥
年
八
月
前
倒
瀬
兵
衛
疋
章
、
十
一
周
回
日
吉

岡
迩
角
守
紹
も
亦
命
ぜ
ら
れ
て
四
名
と
な
っ
た
が
、

吉
聞
は
元
隊
六
年
に
死
亡

L
、
近
藤
は
九
年
に
兎
ぜ

ら
れ
た
か
ら
、
十
年
四
月
七
日
高
川
久
兵
衛
穣
徳
・
一
て
、
山
箆
培
局
と
総
ヶ
原
に
跨
っ
て
跨
る
。
一
に
舟

野
村
勘
兵
衛
重
成
・
関
屋
市
右
衛
門
政
知
・
武
藤
判
右
一
見
岳
と
い
ふ
は
、
海
上
漁
舟
の
悶
標
と
す
る
に
図
る
。

衛
門
元
安
・
里
見
勘
助
元
医
・
駒
井
陀
太
夫
守
政
に
仰
一
高
さ
四
七
八
米
。
地
質
石
英
組
商
岩
。

付
け
ら
れ
、
外
に
木
製
政
直
・
前
川

E
賞
を
加
へ
て
一
タ
ラ
ガ
ダ
ケ
倉
ヶ
出
磁
石
川
郡
皆
様
庄
に
臨
す

八
人
と
な
り
、
役
料
は
百
五
十
石
に
殴
め
、
叉
此
の
一
る
m
w
m
o
鞍
ヶ
紙
の
山
下
に
在
る
が
・
、
部
wm
と
山
地

時
組
外
を
四
組
に
定
め
、
一
一
組
に
番
町
二
人
と
し
一
と
は
古
来
郷
庄
奇
異
に
し
た
。
品
名
は
附
廷
に
鞍
ヶ

た
。
即
ち
一
番
野
村
重
成
・
前
川

E
京
、
二
番
高
間
一
級
が
あ
る
か
ら
起
・
り
、
寛
文
十
年
の
村
御
印
に
も

穂
徳
・
関
屋
政
知
、
一
一
一
番
木
製
疋
直
・
県
見
元
民
、
四
一
氏
ヶ
紙
村
と
把
さ
れ
、
後
に
は
氏
級
と
欝
い
た
。
俗

番
武
藤
元
安
・
駒
井
守
政
で
あ
っ
た
。
十
四
年
正
月
一
に
抑
制
村
と
都
す
る
こ
と
も
あ
る
。

一
一
日
話
役
番
聞
や
・
問
時
に
殴
め
て
命
ぜ
ら
れ
、
祷
問
一
ク
ラ
ガ
ダ
ケ
鞍
ヶ
録
石
川
部
林
郷
知
気
寺
の

は
組
顕
間
続
と
の
命
が
あ
り
、
寺
祉
奉
行
の
支
肥
を
一
領
に
屈
す
る
山
。
山
朕
出
向
鞍
を
芭
〈
如
く
な
る
放
に

殿
れ
て
み
十
一
〈
後
代
の
組
織
と
な
り
、
以
後
油
即
納
し
た
。
一

b
n
，
つ
け
る
。
高
さ
五
六
六
米
。
地
慨
石
英
和
商
岩
。

タ
ミ
マ
ン
ゾ
ウ
組
寓
誰

J
マ
Y

ゾ
ウ
甑
嫌
。
一
山
上
に
こ
つ
の
池
が
あ
り
。
大
池
は
長
さ
四

O
O米

タ
モ
ダ
チ
ユ
ウ
ダ
ユ
ウ
雲
田
忠
太
夫

J
コ
Y

一
許
、
幅
最
狭
六

O
米
詐
で
、
本
丸
と
捺
す
る
絶
壁
の

ド
ウ
チ
ユ
ウ
ノ
ジ
ヨ
ウ
近
藤
忠
之
訴
。
一
鑓
に
在
る
。
小
池
は
こ
，
丸
と
い
ふ
所
に
あ
っ
て
、

タ
モ
ヅ
雲
津

J
モ
ザ
霊
開
。
一
位
僅
か
に
六
米
許
で
あ
る
。
小
池
の
積
。
口
左
右
に

タ
ラ
久
織
白
山
山
巾
で
密
行
の
・
耐
〈
積
鼠
つ
-
古
木
各
一
株
あ
っ
て
、
そ
こ
そ
大
門
前
と
い
う
て
跨

て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
都
し
て
久
織
と
い
ふ
こ
と
が
あ
一
る
。
俗
仰
に
こ
の
山
ゃ
.
富
概
政
親
滋
亡
の
所
と
す

る
。
そ
の
土
を
載
せ
た
る
脅
土
久
総
と
い
ひ
、
柏
樹
一
る
。
越
脅
賀
三
州
志
に
臼
〈
、
政
親
高
尾
に
在
つ
て

の
鐙
生
す
る
そ
柏
久
織
と
い
ふ
の
領
も
皆
そ
れ
に
同
一
は
全
〈
利
な
き
を
思
ひ
、
出
回
に
安
祭
を
越
中
に
迭
h
v

じ

い

。

ト

越

は

し

た

後

、

戦

よ

獄

に

築

城

し

て

能

越

の

援

を

待

タ
ラ
ア
プ
ミ
ノ
キ
鐙
鐙
之
記
一
加
。
前
川
網
↑
ち
、
夜
や
・
待
っ
て
出
入
し
た
。
然
る
に
河
合
膝
左
衛

紀
が
鞍
銭
の
按
簡
を
務
士
伊
勢
貞
裁
に
ザ
ね
た
の
一
門
は
之
脅
知
っ
て
、
洲
崎
泉
入
選
を
大
将
と
し
、
鰯

で
、
家
俸
を
記
し
て
上
っ
た
も
の
で
あ
る
。
奥
替
に
、
一
手
よ
り
急
に
攻
め
た
か
ら
、
城
兵
守
る
に
地
へ
ず
出

『
右
之
趣
依
坑
命
、
-
伊
勢
家
之
強
鑓
秘
事
、
一
帯
潟
献
之
一
で
L
突
mmし
た
o
し
か
し
攻
衆
mm勢
で
城
に
莱
入
つ

候
o
m
w
如
件
。
元
政
四
年
六
月
十
一
日
伊
勢
段
物
点
一
た
が
、
そ
の
時
政
親
は
水
巻
新
介
忠
家
と
馬
上
に
支

意

』

と

あ

る

。

一

樽

し

、

郭

内

の

地

中

に

顕

ち

て

死

ん

だ

と

。

叉

い

ふ

。

ク
ラ
ガ
キ
倉
信
一
羽
咋
郡
加
茂
庄
に
鴎
す
る
部
一
土
人
の
口
停
に
、
こ
の
池
中
へ
政
親
と
水
巻
新
介
と

務

。

一

戦

ひ

、

胞

と

共

に

脳

死

し

た

故

、

今

も

突

晴

れ

る

時

タ
ラ
ガ
キ
ガ
ハ
倉
信
一
川
羽
咋
郡
安
徳
見
領
親
一
は
鞍
形
水
路
に
隠
見
す
る
と
。
こ
れ
ら
は
鞍
J
獄
の

右
衛
門
谷
・
土
，
谷
及
び
品
川
知
一
領
お
た
に
か
ら
出
で
、
一
地
名
に
関
す
る
説
明
に
過
ぎ
ず
、
政
鋭
の
誠
亡
し
た

大
坂
領
で
於
古
川
に
入
る
。
流
梶
穴
粁
詐
。
一
の
は
高
尾
山
で
あ
る
。
叉
北
陵
七
凶
志
に
実
正
八
年

金
ヲ
カ
ケ
ヤ
マ
緩
掛
山
江
沼
部
の
巾
に
あ
っ
↑
間
三
月
柴
山
間
勝
一
家
の
軍
の
討
入
っ
た
際
鞍
語
・
銀
以

二
六
六

下
政
所
の
要
害
を
攻
w
m
L
た
と
あ
る
か
ら
、
此
の

頃
鞍
ヶ
務
は
一
撲
の
銭
っ
た
厨
で
、
地
方
λ
が
新
庄

村
の
移
谷
四
郎
左
衛
門
が
時
た
と
い
ふ
の
も
、
そ
の

事
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

ク
ラ
ガ
ダ
ケ
キ
ン
コ
ウ
鎗
ヶ
出
掛
金
就
路
長
三

年
に
着
目
せ
ら
れ
、
前
川
利
家
は
そ
の
年
十
周
五
日

附
の
書
肢
を
以
て
、
高
品
定
吉
に
命
じ
て
試
掘
せ
し

め
た
。
然
る
に
利
家
は
四
年
問
一
一
一
周
に
施
じ
、
利
H
K

の
時
に
及
び
成
功
の
望
な
く
し
て
止
ん
だ
。

タ
ラ
カ
ハ
キ
ヨ
フ
サ
綾
川
浩
一
房
初
め
平
兵
衛
、

後
肥
前
と
稽
し
、
越
中
の
侍
で
あ
る
。
射
水
郡
鞍
川

村
に
住
し
た
の
で
あ
ら
う
。
天
文
十
二
年
遊
俊
樹
制
党

に
傾
心
し
て
、
十
一
月
サ
四
日
鹿
島
郡
天
跡
河
原
に

着
陣
し
た
が
、
続
党
と
共
に
白
山
義
的
の
巨
槌
井
殻

際
・
長
償
法
に
遁
は
れ
、
サ
五
日
石
塚
遜
な
る
一
一

Jg

で
視
井
の
庖
山
斑
段
物
に
討
取
ら
れ
た
と
い
ふ
。
併

し
是
は
長
氏
家
制
の
担
感
で
、
必
ず
し
も
信
心
雄

、。
EUW 
タ
ラ
ガ
へ
シ
マ
イ
務
返
米
知
行
を
有
す
る
者

の
笛
然
牧
納
す
べ
き
米
銀
が
、
或
理
由
に
よ
り
百
姓

よ
り
直
接
受
取
る
を
得
ざ
る
揚
合
に
、
務
の
蔵
米
に

て
償
は
れ
る
も
の
を
御
成
返
米
と
い
う
た
。
例
へ
げ

不
作
の
年
に
於
け
る
牧
納
の
不
足
、
叉
は
年
末
に
御

一
行
を
受
け
た
る
者
の
牧
納
す
べ
き
秋
夫
銀
の
如
き

は
是
で
あ
る
。
叉
士
人
の
死
後
、
そ
の
子
が
何
か
の

事
情
に
よ
り
鍛
年
を
経
て
製
品
怖
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合

に
は
、
そ
の
聞
の
旅
額
奇
計
算
し
て
一
時
に
米
殺
を

以
て
支
給
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
於

い
て
も
之
そ
御
誠
一
匙
米
と
い
う
た
。

ク
ラ
ザ
キ
鑓
崎
珠
洲
郡
片
岩
の
部
務
東
方
に

あ
る
岬
。
割
以
勝
十
四
年
の
調
書
に
、
『
片
岩
村
領
く

ら
崎
、
片
山
宿
村
よ
b
道
模
十
二
町
謀
。
先
年
は
隼
巣

致
候
へ
共
、
唯
今
は
巣
不
仕
。
』
と
あ
る
。


